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し
た
。

大
野
み
ど
り
委
員　

災
害
が
発
生
し

た
際
、
ど
の
よ
う
な
流
れ
で
他
の
自

治
体
か
ら
ト
イ
レ
ト
ラ
ッ
ク
の
援
助

を
受
け
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

防
災
安
全
課
長　

ま
ず
被
災
し
た
自

治
体
か
ら
「
助
け
あ
い
ジ
ャ
パ
ン
」

に
援
助
を
要
請
し
ま
す
。
そ
れ
を
受

け
て
、「
助
け
あ
い
ジ
ャ
パ
ン
」
が

被
災
地
と
の
地
理
的
な
距
離
な
ど
を

勘
案
し
た
う
え
で
、
協
定
を
結
ん
で

い
る
自
治
体
と
の
調
整
を
図
り
、
ト

イ
レ
ト
ラ
ッ
ク
を
派
遣
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

藤
木
委
員　

水
循
環
型
シ
ャ
ワ
ー
・

テ
ン
ト
セ
ッ
ト
を
８
つ
購
入
す
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
万
が
一
の
際
に
は

ど
こ
に
設
置
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

防
災
安
全
課
長　

市
の
広
範
囲
に
設

置
す
る
場
合
は
、
龍
ケ
崎
市
街
地
、

佐
貫
市
街
地
、北
竜
台
市
街
地
、龍
ヶ

岡
市
街
地
の
４
つ
の
市
街
化
区
域

に
、
そ
れ
ぞ
れ
２
つ
ず
つ
設
置
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
が
、
必
要

に
応
じ
て
、
特
定
の
場
所
に
８
つ
全

て
を
集
中
さ
せ
て

設
置
す
る
な
ど
の

対
応
も
可
能
で
あ

る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

◆
議
案
第
４
号

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
ま
ち

龍
ケ
崎
基
本
構
想
策
定
審
議
会
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て　
　

　

委
員
よ
り
質
疑
が
あ
っ
た
後
、
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
了
承
し
ま

し
た
。

鴻
巣
委
員　

一
般
質
問
で
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
が
、
業
務
委
託
費
の
内

訳
の
金
額
が
一
部
非
公
開
と
な
っ
て

い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
な
る
べ
く
見

せ
ら
れ
る
も
の
は
見
せ
て
い
く
、
良

い
や
り
方
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
長　

現
在
、
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
行
っ
て
い
る
中

で
、
事
業
者
の
不
利
益
と
な
る
な
ど

の
理
由
で
、
金
額
な
ど
一
部
を
黒
塗

り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

契
約
手
続
き
終
了
後
、
可
能
な
限
り

公
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
議
案
第
７
号

　

令
和
７
年
度
龍
ケ
崎
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）　　

　

委
員
よ
り
質
疑
が
あ
っ
た
後
、
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
了
承
し
ま

し
た
。

後
藤
敦
志
委
員　

長
山
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室
で
の
こ
ど
も

の
居
場
所
・
遊
び
場
創
出
事
業
の
定

員
は
ど
の
く
ら
い
に
な
り
ま
す
か
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
課
長　

10
名

程
度
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
見
守
り

職
員
の
意
見
や
こ
ど
も
の
遊
び
方
を

注
視
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

◆
議
案
第
８
号

　

令
和
７
年
度
龍
ケ
崎
市
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

委
員
よ
り
質
疑
が
あ
っ
た
後
、
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
了
承
し
ま

し
た
。

金
剛
寺
委
員　

大
規
模
下
水
道
管
路

特
別
重
点
調
査
等
事
業
の
調
査
対
象

と
な
る
管
の
大
き
さ
、
設
置
・
改
築

時
期
、
調
査
の
延
長
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

下
水
道
課
長　

管
の
大
き
さ
に
つ
い

て
は
、
内
径
２
メ
ー
ト
ル
以
上
と
な

り
ま
す
。
本
市
の
汚
水
管
に
は
２

メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
は
な
い
た

め
、
雨
水
管
の
み
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
設
置
・
改
築
時
期
は
、
昭
和
55

年
度
か
ら
平
成
６
年
度
ま
で
の
15
年

間
が
対
象
と
な
り
、
全
長
６
４
０
３
・

５
メ
ー
ト
ル
で
す
。

岡
部
委
員　

今
回
対
象
外
に
な
る
管

の
調
査
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

下
水
道
課
長　

現
状
の
本
市
の
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
基

づ
き
、
管
の
大
小
を
問
わ
ず
、
継
続

的
に
古
い
も
の
か
ら
く
ま
な
く
効
率

的
に
調
べ
、
管
理
し
て
お
り
ま
す
。

◆
議
案
第
１
号

　

龍
ケ
崎
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

委
員
よ
り
質
疑
が
あ
っ
た
後
、
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
了
承
し
ま

し
た
。

札
野
委
員　

深
夜
勤
務
や
時
間
外
勤

務
の
制
限
を
請
求
で
き
る
職
員
の
対

象
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
制
度
に
対
す
る
周
囲
の
理

解
を
深
め
る
た
め
に
も
、
数
値
目
標

を
設
定
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

人
事
行
政
課
長　
「
育
児
休
業
所
得

率
１
０
０
％
」
の
継
続
や
、
時
間
外

勤
務
の
縮
減
な
ど
に
引
き
続
き
取
り

組
み
な
が
ら
、
効
率
的
な
目
標
の
設

定
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

杉
野
委
員　

介
護
休
暇
に
つ
い
て

は
、
家
庭
の
事
情
や
職
場
へ
の
人
的

影
響
な
ど
を
考
え
る
と
、
な
か
な
か

申
し
出
が
し
づ
ら
い
面
が
あ
る
の

で
、
制
度
の
周
知
や
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
な
ど
に
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
議
案
第
５
号

◆
議
案
第
６
号

　

市
有
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

委
員
よ
り
質
疑
が
あ
っ
た
後
、
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
了
承
し
ま
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